
















（Corlu, Capraro, & Capraro, 2014）。つまり、イノベーションによる成長が、付加価値の高い仕事や産
業を生み出す可能性を秘めているということである（OECD, 2010）。日本においても、IoTや AI、ビッ
グデータなどに代表される第 4次産業革命や Society 5.0に向けた労働力の創出が喫緊の課題として指
摘され（内閣府政策統括官：経済財政分析担当、2018など）、新たな産業構造の変化に対応するため
の人材育成が不可欠となっている。このような動向の中、世界的に STEM（Science, Technology, 




合意が得られているわけではない（Tobías, David, Francisco & José, 2019）。しかし、近年は各教科を
統合的に捉えてアプローチする動きが盛んに展開されていることから（Sander, 2009；Tobías et al., 
2019など）、本研究では統合的な STEM教育の立場をとることとする。









century competencies）」、「STEM労働力の準備（STEM workforce readiness）」、「興味と関与（Interest 
and engagement）」、「STEM分野間のつながりを作る能力（Ability to make connections among STEM 
disciplines）」を挙げている 3。このような STEM教育の目標を達成できるように、教師は STEM授業
をデザインし実践する必要がある。しかしながら、Guzey, Tank, Wang, Roehrig, & Moore（2014）や
Wang, Charoenmuang, Knobloch, & Tormoehlen（2020）が指摘するように、教師には統合された
STEMの内容を教える準備が整っていない現状がある。そのため、国際的には、STEM教育に対応で
きる教師を養成する傾向が強まっており（Kurup, Li, Powell, & Brown, 2019など）、STEM教育に取組
む教師（以下、STEM教師）のための専門性開発（Professional Development、以下、PD）が加速し
ている。STEM教育先進国のアメリカでは、STEM教育を推進するために、2020年までに K-12段階
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